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①「 ア ボル ロ 神 殿 」. ④ は 
「 パ ジリ カ 」. ⑤ の 「 エ ウマ 
キア の 建物 」 は 尼僧 エ ウ マ 
キア が , ティ ベリ ウス 項 の 
頃 に アウ グスト ゥ ス 皇 項 夫 
妻 に 捧げ る た め , 既 の 建 
物 の 上 に 建て た も ゃ の. 実際 
に は 洗濯 業者 や 織物 業者 な 
どの 組合 事務 所 と し て 使 
れ た . は エ ウ マ キア の 像 . 
な お この 頃 . これ ら 織 物 業 
者 や 洗濯 業者 舌 は , 強力 な 
ギル ド を 結成 し , 市 の 商業 
や 市 政 に 大 き な 発 言 権 を も 
っ て いた .「 ウ ェ ス パシ ア 
ヌス 神殿 」 は 当時 流行 の 皇 
項 演 拝 の た め 建 て られ た や も 
の で ある . ② は 犠牲 の 光景 
を 浮 膨 で 表し た その 祭壇 . 
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「 基 劇 詩人 の 家 」 の 西 
向い に 「 パ ン サ の 家 」 
が ある . その 建築 は 
前 5 世紀 の 末 葉 に 逆 
る が , 後 度々 増 改築 
され て 今 に 至 る . ① 
は その アト リウ ム . 

周囲 の 小 住宅 , 店 舗 
等 興味 を ひく も の が 
多い . コン ソー レ 街 
を 北 へ , 右手 に 「 外 科 医 の 家 」 が ある . ④ は 
入口 , この 建築 は サム ニー ト 期 の も の で 今 遺 
る 最 古 の 住宅 の ー つ . ⑤ は 外科 用 器具 .、 この 
辺 か ら エ ルコ ラー ノ 門 迄 の 間 で は 居酒屋 兼 宿 
屋 が 軒 を 並ぶ.。 ボン ペイ の 駅 前 通り の 感 が あ 
る . 宿屋 の 壁 に 「 こ こ に ウィ ビ ゥ ス ・ レ ステ 
ィ ト ゥ ス た だ 独り 眠る . その 心 彼 が ウル バナ 
( 妻 か 恋人 ) を 恋 うる の 情 に 充 つ 」 と いう 落書 
が ある . ② は 居酒屋 兼 宿屋 .③ は その 復原 図 . | 


守 志 「 的 @ 環 」 


和 都 普 G 周 所 填 医 り だ 拉 入 究 配 二 G 環 突 り 中 
で て h@G 穫 で 表 り ST 5 艇 > マイ で て やり G 冠 
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字 %11O 広 ” 王 キー と セ 汗 6 鶴 敵 当る てい 0! 
SS で 余計 一 「 赴 QG 記 」J」「H ミ hNー 
へ 本 アア 「 か 9 KK で 本 記 T IRNIR 証 l 全 UN 
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電 距 交 記 波 G 寺 守 ロコ つり くろ 89「FH さ HINー ト 
証 」 人 SQ「 選 HK 一 邊 で ヾ 表 配 」 で 配り 八潮 閉 嘆 京 
公 忠 る つ ン 嘱 入 0 氷 。 穴 岬 息 や 呈 ” 半 坦 丸 時 で 
叶 下 癌 公民 半 わ 入 yet い 計 で や うり 江守 yG" 


玉 コ J 四 . 則 司 い せ 編 やり の 0 や 統 
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H く SGS ト せ 電 SO 1I 豆 補 生 GS 欄 下 
ご ANJG 配 Q 掴 ろ ロ 避 唄 や 刀 @ 衣 で て 
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その 庭 ② は ポン ペイ で 最 ゃ や 
広い . 西側 の 歩 廊 の 近く に 
二 つ の 遺骨 が 発見 され , そ 
の 1 人 は 大 き な 鍵 と 金貨 10 
枚 , 銀貨 88 枚 を も ち , 指 に 


金 指輪 を は め て 倒れ て いた -. 


奴隷 を つれ て 逃げ る 途中 便 


れ た この 家 の 王 人 で あろ う . 


歩 廊 の 下 は 酒 末 を 貯え る た 
め あの 小 窓 の ある 半 地 下 室 で 
あっ た . ここ で 18 名 の 大 人 
と 2 人 の 子供 の 別 同 が 発見 
され , その 中 に は 人 金 指輪 4 
個 , 銀 指 輪 2 個 の 他 に , 首 
飾り , 腕輪 各 2 個 を つけ た 


婦人 の それ も まじ っ て いた -. 


曹 の うち で 最も 典型 的 な の 
が 「 ガ イ ウ ス ・ フ ァ ウ スト 
ゥ ス の 墓 」 で ある . 凛 碑 の 
側面 ④⑥ は , 順風 を は らん で 
陣 界 に 向う 船 を 浮 彫 で あら 
消す . は 「 カ ルウ ェ ン テ 
ィ ウ ス の 墓 」. この 下方 に 
は , 彼 が 功績 に よっ て 市 会 
か ら 授 けら れ た 劇場 の 特別 
席 が 刻ま れ て いる . 附近 に 
別荘 風 の 邸 宅 が 散在 し , 中 
で ゃ も 「 キ ケロ 荘 」 と 「 デ ィ オ 
メデ ス 荘 」 は 有名 . 前 者 は 
1763 年 に 発掘 の の ち , 再び 
埋め られ た . 後者 は , 富 稚 
な 蔽 次 酒 南 の 三 階 建 の 別荘 


「 芝 鶴 S 押 」 


「 搬 G 環 」 多 "「H ミ nmNーS 写 」 人 る @ 困 / 表 川 購 O 
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還 
硬 
③) 


の 居室 や 寝室 が 
ど 見 る こと ヵ 

い 石 造 建築 

いる が 

で , 木材 は 屋根 や 軒先 
いら れ て いた 


り , 
レス 


「 大 壁画 の 間 」 に 入る と , 壁画 の 美 し さ と , 全体 に みな ぎる 神秘 な 強 囲 気 に 圧 倒さ れる . くす ん だ ボン ペイ 赤 の 地 に , 明神 色 , 黄金 色 暗 褐色 を 用 いて 描い て あり , 仔細 に 眺め 
古代 世界 に お ける も っ と ゃ 豪華 な 壁画 の 一 つ で あろ う . この 大 壁画 の 意味 に つい て は 氷 て ゆく と , 10 得 男 か ら 成 っ て いる こと が か る . この 壁画 は 前 一 世紀 中 葉 の 製作 で ある 
い 間 論 議 さ れ て きた が , 大 体 一 致 を みて いる 解釈 に よる と , ディ オニ ュ ソ ス 教 と いう 当 が , 様式 の 上 で は 第 2 様式 の 代表 的 な 例 と され て いる . 22~23 頁 に 更 び る 第 画 場面 の 
時 の 秘密 結社 の ご と き 教 団 へ , 新た に 入団 する 一 婦人 に 対す る 儀式 を あら わし た も の と 婦人 の 半裸 像 の 取扱 いか ら ゃ か る よう に , 絵画 と し て は 成 吾 し た も の で は な い が , し 
さざれ て いる . 壁面 は 綻 1.62m で , 千 形 の 周壁 全面 (延長 17m) に 壁画 が 描 i わ れ て いる . か し 古代 に お ける も っ と ゃ 感銘 深い 作品 の 遺 例 で ある と いっ て も 過言 で は な いで あろ う 、 


: 


} ) 祭 尼 の 指示 を うけ た 少年 が 儀式 の 次 第 を 
新入 団 の 婦人 に 読み きか せ て いる . ) 供物 
を 運ぶ 尋 と 3 人 の 婦人 . 中 央 は 祭 尼 , 式 の 順 
序 を 指図 する . 邊 ) 老い た シレ ヌス が 七 琴 
を 奏で な が ら 唄 う . 婦人 の 前 に は 犠牲 の 羊 . 
IV) これ か ら 課 せら れる 試練 に お の の く 新 入 
団 者 . V) シレ ヌス は 両手 に 予言 の 副 を , 2 


人 の サテ ュ ロ ス の うち 1 人 が それ を の ぞ き ぎ 込 
む . 他 の 1 人 が 手 に し て いる の は 多分 魔 除け 
の 仮面 で ちあ ろう. VM) ディ オニ ュ ン ソス と アリ 
アー ド ネ の 結婚 , これ は 入団 者 を 待つ 別 の 世 
界 の 象徴 で ちあ ろう . この 辺 で 壁画 は いた く 剣 
落し て いる . MI) 入団 者 が 多 産 の 象徴 物 の 眉 
布 を 取り 去 ろ うと する と , 翼 の ある 乙女 が あ 


回 加 | 四 | 


られ 彼女 を 鞭 打 つ . 彼女 は 杖 罪 を うけ , 神 
秘 な も の を の ぞい た 罪 を 周 う の で ある . 下 ) 
試 績 が すん で が っ くり し た 婦人 . 一 方 に バッ 
カス の 祭 尼 が 距 っ て いる . 試練 の 終了 を 祝っ 
て いる の で あろ う . 区 ) 入団 式 に 出る た め に 
化粧 を する 婦人 . 双 ) 祭 尼 で あっ た 婦人 が 和 履 
い を まとっ た 姿 で , この 家 の 女 王 人 で あろ う . 


① 厨 房 , 右端 ( 

央 は 大 き な 菩 . 

圧搾 室 , 臼 か らし ぼり 出さ 

れる 汁 は 床下 の 鉛管 を 通り , 
北側 の 醸造 室 ( 未 発掘) へ 送 
られ る 仕組 で ある . 赴 台 の 
東端 に 接し た 階段 を 隆 り る 

と か ぎの 手 に 設計 され た 地 
下 廊 に 出る . ④ こ こ に 白骨 
の 群 が あ る が , 祭礼 室 の 修 
理 に 従事 し て いた 石工 達 の 
も の で あろ うと いれ て い 

5 は 列 柱 廊 の 東北 部 に 

立つ リウ ィ ア (アウ グスト 

ウゥ ウス 皇 項 の 后 ) の 大 理 石像 . 
⑤) 下 屋 で 倒れ た 奴隷 の 死 骨 . 
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「 ウ ェ ッ ティ ウス の 家 」 北 の オ エク ス の 壁画 ② は 第 四 様式 . 
Bt 証 どの 左右 上 方 は 遂 視 画 法 に 依っ て いる . 
家 は メル クー リオ 小路 の 四 (《④ は ロー マ 時 代 の 同 ( オ ステ ィ ア ) . 
辻 に 面 し て いる . 間 取 は 他 
と 違う が , 壁画 や 中 庭 の 見 
事 さ か ら み て , ポン ペイ 末 
期 の 代表 的 な 商人 の 住宅 と 
みな され る . ① は 中 る 二 神 , 

ボ ポン ペイ 赤 の 地 に 描か れ た 
自然 で 洪 刺 た る 肉体 , 軽 や 
か に 醸 る 裾 衣 が 注意 を 惹く . 
③⑤ は 列 柱 座 と , その 復原 . 


食堂 の 壁画 は 有名 で ある . 
それ ら は その 頃 の 農工 商業 
の 風俗 を , キュ ー ピ ッ ト で 
表わし た ゃ の で 「 有 職人 尽 画 」 
や 「 鳥 獣 戯 画 」 を お や も い 出 
させ る ほほえましい 作品 で 
ある . ①② は 楽屋 . ③ 
売 の エロ ス . ④ 中 庭 に は ま 
た 噴水 や 大 理 石 の 水 毅 が 世 
み に 配 置 さ れ て いる . 35 頁 
の ④ は この 家 の ウ ェ ネ リウ 
ム ( 委 戯 室 ) の 壁画 の 一 部 で 
ある . ウェ ネリ ウム は , 外 
部 か ら 婦 人 を むか えた と き 
に 使用 する 部 屋 で , ふつ う 
天真 糞 温 な 壁画 が 描か れる . 


「 金 の キュ ー ピ ッ ト の 家 」 


《⑯ は 「 ウ ェ ッ ティ ウス の 家 」 の 厨房 . この 家 か ら 東 
べ へ メル クー リオ 小路 を 行く と, 右手 に ポン ペイ の 代 
表 的 な 上 流 住宅 の ー つ , 「 銀 婚 式 の 家 」 が ある . イン 
プル ウィ ウム に 立つ 四 基 の コリ ント 式 円 柱 で 屋根 の 
支え られ た アト リウ ム ① が 印象 的 で ある . ② は 「 金 
の キュ ー ピ ッ ト の 家 」 の 列 柱 廊 と 誇 . ここ か ら 魚 金 
の キュ ー ピ ッ ト が で た の で その 名 が ある . 現在 第 5 
区 の 発掘 は この 辺 で 終っ て お り , ここ か ら 東 は 砂 , 
火山 灰 , こま か な 軽石 な ど が 堆 高く 積 っ て いる . こ 
こ か ら 下 を か え し て 「 只 る 牧羊 神 小路 」 を 南 に すす 
むと , ノー ラ 街 と の 辻 に 「 百 年 祭 の 家 」 が みえ て くる . 
③ は 新婚 の 夫婦 を あら わし た コリ ント 式 柱頭 で も る . 
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8 っ 2 の G 式 思 GyG7 上 8 「 六 朋 喉 で G 個 」 ウ ま 
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「 牧 羊 神 の 家 」 か ら 


ー コ ・ 


「 う ね うわ 横町 」 を 


は 内 部 . 壁面 の 落書 が 思 
味 深い . アボ ンダ ン ツ ァ 街 

に 沿い ル パ ナ ー レ 小 臣 と 
スタ ビア 街 に よさ まれ た 一 
郭 を 「 ス タビ ア 浴 場 」 が 占 
め あめ る. その 向い に 「 コ ルネ 
リウ ス ・ ル ー フ ォ ス の 家 」 
が ある . ここ で は アト リウ 
ム の 大 理 石 の 台 肢 ① に 注意 . 


①「 ス テ フ ァ ヌス 洗濯 店 」, 
水槽 を お いた 仕事 場 . 大 小 
の 洗濯 用 が 中 庭 に な みな ら べ て 
あっ た . ここ か ら 東 へ 少し 


行く と , 左 に 居酒屋 が ある . 


これ は 最も 保 相 の よい 例 で , 
計量 器 や , 酒 4 番号 札 , 
ラン プ 等 の ほか に , 具 で 
描い た 居酒屋 の 標 も や みえ る . 
向い 側 に ある の が 「 パ キ ウ 
ス ・ プ ロク ルス の 家 」. 玄 
関 に は つなが れ た 犬 の モザ 
イク 画 が 残っ て お り , アト 
リウ ム ② の 床 ④ や も よく 保 
され て いる . 夫 雪 の 肖像 画 
⑧ は 美術 史上 に 有名 で ある . 


層間 くく 北 N 第 


① ア ボン ダン ツァ 街 

染物 屋 .④③「 ト レ ウ ィ ウス ・ 
ウ ァ レン ス の 家 」 の 掲示 板 . 
選挙 の 立候補 者 と か 劇場 の 
プロ グラ ム 等 を 誌 し た ぉ の 
だ っ た が 1943 年 の 爆撃 で 破 
壊さ れ た .「 プ ロク ルス の 
家 」 か ら 100m, 第 1 区 第 9 
島 か ら イ ンド の 象牙 製 の 女 
神像 ④ が 発見 され た . イン 
ド の 貨幣 が 発見 され た こと 
も ある が , それ に し て も ゃ 大 
規模 な 東西 女 化 の 交流 が 考 
えら れる . ⑤「 道徳 家 の 家 」 
の 食堂 . この 家 に は 珍し く , 
透明 な 窓 硝子 が 残っ て いた . 


| 


coco ムー で HH 
トド *llT 肝 ト 8 
田 凍 1 條 」 


」 まき 
| 山 慌 


ティ ヌス の 家 」 
第 2 区 第 5 島 の 殆 ん 
ど 全 部 を 占め て いる . 
アト リウ ム の 壁 が 生 
地 の ま まな の は , 噴 
火 の 折 に 丁度 壁画 を 
描こ と うと し て いた た 
め と 考え られ る . イ 
ンプ ルウ ィ ウ ム は 緑 
を 二 重 に 廻ら し た す 
こぶ る 豪華 な も の . 廻 廊 に 立つ と 芝生 に お お れ た ( 昔 
は 果樹 が 植え て あっ た ) 広 庭 に 細長 い 訓 庭 園 が 臨 まれ る . 
① は 裏庭 か ら み た 全景 . ④ は 六 謝 甚 . ③ は ヘレ ニズム 後 
期 の 手法 で 描か れ た 肖像 . この 家 の 光 嬢 で あろ う . この 
家族 ゎぉ また, イシ ス 女 神 の 信者 で ちあ っ た こと は , 政 内 か 
ら 発 見 され た いく つか の エジプト の 神像 や . オ エ クス の 
壁面 に 描 の われ た シス トル ( 祭 器 の 一 種 ) を 右手 に し た 司祭 
ティ プル ティ ヌス ② の 画像 か ら み て も , あき ら か で ある . 


半 SA ふい そい へ に 守 へ で ロ 


デー 


「 円 形 劇場 」 の 観覧 席 は 通 臣 
で 上 中 下 に 三 区 分 され , 下 
方 は 貴 宮 席 で あっ た . 観客 
は 切符 と クッ ショ ン を ゃ っ 
て 入場 し た . 象牙 製 の 入場 
券 が 残っ て いる . 南北 に 主 
要 入 が あり 外壁 の 階段 ③ 
か ら ゃ 入場 で きる . 西側 に 
は 「 リ ビ テ ィ ナ 門 」 駐 「 死 
の 門 」 と ゃ も 呼ば れ , 闘技 に 
敗れ た 者 の 死 選 を ひき ずり 
出す 門 が ある . 大 パラ エス 
トラ は 貴族 青年 団 の 訓練 や 
体育 を 目的 と し た 設備 , 「 円 
形 劇場 」 の 西 に ある . ② は 
パラ エス トラ で 問 死 し た 人 . 
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「 地 下 廊 の 家 」 
「 大 パラ エス トラ 」 の 北辺 の 
道 を 西 へ ゆく と , 第 1 区 第 
9 島 に つき 当る . 途中 北側 
ー 帯 は 現在 さか ん に 発掘 が 
行わ あれ , サム ニー ト 期 の 住 


宅 が 明らか に され つつ ある . 


北 へ 少し 行く と 第 1 区 第 6 
島 で , ここ の 「 地 下 廊 の 家 」 
の 裏庭 は 多数 の 遺 朋 が 出 た 
こと で 有名 . アト リウ ム や 
列 柱 府 は 装飾 も な い 質素 さ 
で ある が , 中 庭 に , 壁画 の 
ある 地下 座 が ある . 最後 の 
所 有 者 は 単に 貯蔵 所 と し て 
使用 し た らし く , 無造作 に 
室 が 仕切 られ て , 隅 に 末 が 


並べ て あっ た . は じ 
め は 住居 と し て 造ら 
され , 後に 貯蔵 所 に 
使用 され た の で あろ 
う . この こと は 壁画 
の 様式 か ら ゃ 沙 か る . 


「 折 学者 の 間 」 の 壁 に 


は 燃 台 を 中 心 に 相対 
する 二 頭 の 象 が 描か 
れ て いる ④. 構図 が 


古代 イン ド の 浮 彫 の 「 娘 


それ と 相 通 ずる も の 
で ある こと は 上 尋 味 が 
深い . ① は 地下 廊 へ 
お り る 階段 .③ は 寝 
台 , ② は 食堂 で ある . 
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⑧② オ エク ス の エモ ザイ 


褐色 と 白 で 
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① エ クセ ドラ の 壁画 , 黄 
出 た 宝飾 
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ら 
上 京 の 銀器 や 貨 員 が 一 緒 


た 喜劇 作家 メ ナ ン ドロ ス で 
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① エ クセ ドラ に は 神棚 の 
た め の が ある . そこ に 
木製 乃至 紅 製 の 15 て 30cm 
の 稚 抽 な 偶像 が 5 体 安置 
され て いた . 家族 の 祖先 
を 祀っ た も の と 思わ れ , 

ロー マ 古 来 の 宗教 前 伝統 
が 国際 的 教 の 盛行 に ゃ 
拘ら ず , な お 根強く 残存 
し て いた 事情 を 示す . ② 
ゃ 神棚 の ある アト リウ ム . 
列 欄 座 の 通路 か ら は 10 人 
の 男 の 問 骨 が 発見 され ④), 
足首 に 鉄輪 の 足 析 を は め 
て いる 点 か ら , 奴隷 で あ 
る こと が か る . ③ 下 屋 . 
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「 小 劇場 」 は 約 1500 人 を 収容 で き る 牧 蓋 劇場 
で 実際 は 音楽 塵 と し て 使用 され た . ③ は 劇場 
に 附属 し た パラ エス トラ . これ に つづ < く 細長 
い 二 階 建 の 建物 ② は 後に 「 剣 闘士 の 宿舎 」 に 
あて られ た . ④ は 「 大 劇場 」 の 壁 に 描か れ た 
戯画 .「 剣 闘士 の 宿舎 」 を 西 へ , 道路 を 越え た 


と ころ が 「 三 角 広 場 」 で ある (前 頁 の 図 参 照 ). 遇 


この 広場 で も 毎日 さか ん に 商取引 が 行わ れ た 
らし い . 広場 の 中 央 に 近く 「 ギ リン シア 神殿 」 

の 遺構 が ある . ドリ ス 式 の 円 柱 や 出土 し た テ 
ラコ ッ タ か ら み て その 創建 は 前 6 世紀 を 下る 


ア 交 化 の 強い 影響 が うか が われ る .「 三 角 広 | 
場 」 から 女 王 小 了 路 を 西 に , 更に 北 へ 折れ 暫く 
行く と , 初め に 見 学 し た 「 中 央 広場 」 に 出る . 
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⑤ 花 摘む 乙女 (ナポリ 博 物 館 ) 
⑥ サ ッ プ ォ ー の 像 を 描い た と 伝え られ る 若い 女 の 80x※50cm の 小品 で は ある が 美術 史上 
肖像 画 (ナポリ 博物館 )、 右手 に ステ ィ ル ス (一 種 に 有名 で ある . 緑地 に 黄色 と 黒 障 色 で 


の ペン ) と 木簡 を も ち , 緑 と 黒 で 描か れ て いる . え が か れ , ポ ボーズ は きめ て 自然 で あ 


る . 特に 綾 座 の か る や か な 描写 に 注意 . 


③ ア ンド ロメ ー ダ を 救う ペル セ ウ ス . 高 さ 1.35m, 海 崖 の 岩 に つなが れ た アン ドロ メー 
ダ を 救い に , 飛行 靴 を た いた ペル セ ウ ス が と ん で くる 光景 で ある . 激 涙 , 岩 壁 , 山岳 な 
どの 描写 を 注意 すべ く , 構図 自体 も 東洋 的 な 感じ で ある . ④ お 手玉 で 遊ぶ 女 達 (ナポリ 
博物 館 ). 50 cm 平方 の 大 理 石 に 黒 と 茶 で 描か れ , これ は アテ ナイ の 画家 アレ クサ ンド ロ 
ス の 原作 を 模 し た も の で , ヘレ ニズム 時 代 の 代表 作 . ⑦ ニ ー ル 河 風 景 ( ナ ポリ 博物 館 ). 


⑧ アン ドロ メー ダ を 救う ペル セ ウ ス . 
3X7m の 大 作 . 劇 的 な 表現 に 欠け る が 写実 の 
妙 と , 巧み な 色彩 効果 で 壁画 中 の 傑作 と され る . 


SS 


① ア ヒレ ス (ナポリ 博物館) 


高 さ 1.3m. 女装 し て 隠れ て いた ア ヒ 
レス が オデ ュ ッ セ ウ ス (右側 の 槍 を 
も つ 人 ) に みつ けら れ た 光景 . 動き 
を よく あら か し た 壁画 の 一 例 で ある . 


ーー 


ポン ペイ で 発見 され た 遺物 は , 形 大 な 数 に 上 っ 
て いる . 大 部 分 ナポリ 博物 館 に 履 蔵 され , 現地 
の 博物 館 に 陳列 され て いる も の は 標本 程度 に す 
き ぎ な い . 遺物 の 種類 は 百 般 に わた っ て いる が , 
バン や 木の実 な ど 特に 注意 を ひく . 魚の 鱗 も あ 
る . 区 字 が 書か れ た 大 理 石 な ども 多い が 重要 な 
の は 数 個 発見 され た 書 板 で ある . 板 に 里 を ぬっ 


て その 上 に 交 字 を 記し , 簡単 な 消息 に 用 いら れ 
た ゃ も の. 消し て は 度 も 使用 され た . 区 字 の し 
た た め ら れ た 草紙 は 一 片 や 見 出さ れ て いな い . 


① 柄 鏡 の 背 娘 ( メ ナ ン ドロ ス の 家 ) 

② 剣 闘士 の 光 ( ナ ポリ 博物 館 蔵 ) 

⑧ アン フォ ー ラ の 知 

④ 青銅 の 火 舎 ( 火 鉢 ) 

⑤ 両 耳 銀 春 ( メ ナ ン ドロ ス の 家 ) 

⑯ 青銅 の 提 王 ( メ ナ ン ドロ ス の 家 ) 

(⑦ アフ リカ を 象徴 し た 銅版 

⑧ 青銅 製 三脚 の 卓 子 , 台 脚 は サテ 
ュ ロ ス を 表す (ナポリ 博物 館 蔵 ) 
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ア アポ ル ョ 神殿 (Tempio di Apollo) 7,9 


アボ ンダ ン ツ ァ 衛 (Via dell' Abondanza) 
38, 40, 43 
居 酒屋 (Thermopolium) 12, 41 
イン シス 神殿 (Tempio d'Tside) 54 
ヴェ スー ヴィ オ 門 (Porta di Vesuvis)14, 26 
ウェ スペ パシ アメ ヌス 神殿 (Tempio di Vespa- 
siano ) 9 
ウェ ッ テ ィ ウス の 家 (Casa dei Vettii) 
28 て 30, 32, 35 
ぅ ね 5 ね 拉 町 (Vico Storto) 39 
海 の 門 (Porta Marina) 6, 14 
エ ウ マ キア の 建物 (Edifcio di Eumachia) 9 
エル コラ ー ノ 門 (Porta Ercolancse) 14,15 
円 形 劇場 (Anhteatro) 46 
円 形 劇場 和 (Via dell'AnRteatro) 
踊る 牧羊 神 小 路 (Vico del Fauno) 
踊る 牧羊 神 の 家 (Casa di Fauno) 
学 校 街 (Via delle Scuole) 
カプ ア 門 (Porta di Capua) 
キケロ 蘭 (Villa di Cicerone) 
ギリ ン ア 神殿 (Tempio Greco) 
銀婚 式 の 家 (Casa delle Nozze dyArgento) 32 
金 の キュ ー ピ ッ ト の 家 (Casa degli Amorini 
Dorati) 32 
クィ エス トゥ ス の 墓 (Tomba di C. Quieto) 
16 
グラ ニャ ー ノ 適 跡 (Gragnano) 62 
外科 医 の 家 (Casa del Chirurgo) 
華 闘 士 の 宿舎 (Caserma dei Cladiatori) 
ュ ル ネリ ウス ・ ル ー シ ォ ス の 家 (Casa di 
C. Rufo) 
コン ソー レ 衝 (Via Consolare) 
サル クノ 門 (Porta di Sarno) 
三角 広場 (Foro Triangolare) 
市 分 館 (Tribunali) 
死 の 門 ( リ ビ テ ィ テ 門 ) 
女王 小路 (Vico della Regina) 
妨 家 (シバ テ ー レ ) 
小 劇 場 (Teatro Piccolo) 
城 門 (Porte della Cits) 
新 発 掘 地域 (Quartiere degli Scavi Nuovi) 
40 
神 税 の 家 (Villa dei Misteri) 18 て 25, 62 
水 道 (Acquedotto) 26 
スカ ファ ー テ ィ 別 跡 (Scafati) 62 
スタ ビア 衝 (Via Stabiana ) 
スタ ビア 門 (Porta di Stabia) 
スタ ビア 浴場 (Terme Stabiane) 
ステ ファ ヌス 洗 光 ど 店 (Fullonica dello 
Stefano ) 
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具 
染 物 屋 (Tintoria) 43 
大 劇 場 (Teatro Grande) 54 
大 パラ エス トラ (Grande Palestra) 47,49 
大 噴 泉 の 家 (Casa di Fontana Grande ) 26, 34 
地下 廊 の 家 (Casa del Criptoportico) 49,50 
チタ リス ト の 家 (Casa del Citarista) 54 
中 央 広場 (Foro) 6,56 
中 央 浴場 (Terme Centrale) 10, 34 
貯 水 槽 (Costellum Aquae) 26 
ディ オメ デス 葵 (Villa di Diomede) 16 
ティ ブル ティ ヌス の 家 (Casa di Tiburtino) 
44 
テス モ 小 路 (Vico Tesmo) 40 
ティ ベリ ウス 帝 の 由 旋 門 (Arco di Tiberio) 
10 
道徳 家 の 家 (Casa del Moralista) 43 
トレ ウィ ウス ・ ワ レン ス の 家 (Casa di T. 
Valente) 43 
農村 遺跡 (Ville Rusticali) 62 
ノ チ ェ ー ラ 門 (Porta di Nocera) 14 
ノー ラ 衛 (Via di Nola) 10, 32, 34 
ラ 門 (Porta di Nola) 14, 26, 34 
墓 (Tombe) 14, 16, 26 
墓 の 道 (Via dei Sepolcri) 14, 16 
バキ ウス ・ プ ロク ルス の 家 (Casa di P. 
Proculo) 41, 43 
博 物 館 (Museo) 6 
バジ リカ (Basilica) 6,9 
パラ エス トラ (Palestra) 54 
パン サ の 家 (Casa di Pansa) 12 
パー ン 屋 (Fornaio) 39 
悲劇 幸人 の 家 (Casa del Poeta Tragico) 
10, 26 
百年 祭 の 家 (Casa del Centenario) 32, 34, 35 
広場 浴場 CTerme del Foro) 10 
ファ ウス トッ ゥ ス の 墓 (Tomba di C. Fausto) 
16 
フォ ー ロ 街 (広場 街 ) (Via del Foro) 10 
紀 楼 (Torre) 14, 15 
ボス コレ アー レ 史 跡 (Boscoreale) 62 
マリ ー テ 街 (海岸 通 ) (Via Marina) 6 
マル クス ・ ル クレ ティ ウス の 家 (Casa di M. 
Lucrezio) 34 
メル クー リオ 小路 (Vico di Mercurio) 26, 32 
メ ナ ン ドロ ス の 家 (Casa di Menandro) 
50,52,54 
宿 屋 (Osteria) 12 
リピ ビ ティナ 門 (Porta Libitina) 47 
ル バ テ オー レ ( 妨 家 ) (Lupanare ) 38 
ル バ テ ー レ 小路 (Vico del Lupanare ) 38 
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